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ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
続
勝
と
先
陣
争
い

}白℃
02
5
d
?
と
い
う
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
、

フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ビ
ュ
ル
テ
ィ
の
発
案
と
さ
れ
、
十
九
世

紀
後
半
に
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
欧
米
で
広
が
っ
た

「日

本
美
術
愛
好
趣
味
」
の
こ
と
を
指
す
。
そ
れ
に
先
立
っ

て、

詩
人
シ
ャ
ル
ル

・
ボ
l
ド
レ
ー
ル
が
官℃
O
E
-
mg
・芯
と

い

う
新
語
を
発
明
し
た
形
跡
も
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
、

い

さ
さ
か
自
噸
の
意
味
を
込
め
て
、

日
本
愛
好
者
を
榔
撤

し
て
い
る
語
調
が
感
じ
ら
れ
る
。
お
お
む
ね
こ
の
日
本

美
術
愛
好
癖
は
、
修
好
条
約
後
、

一
八
六

0
年
代
か
ら

の
流
行
と
み
て
よ
い
よ
う
だ
。
一
八
七
八
年
の
パ
リ
万

国
間
覧
会
に
そ
の
頂
点
を
迎
え
る
と
の
回
顧
も
な
さ
れ

る
。
そ
れ
は
先
行
す
る
東
洋
艦
味
(
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
)
と、

二
十
世
紀
初
頭
か
ら
の
未
聞
主
義
(
プ
リ
ミ
テ
ィ
グ
イ
ズ
ム
)

と
の
聞
に
挟
ま
れ
た
現
象
で
あ
り
、
欧
米
の
世
界
制
覇

に
伴
う
異
国
趣
味
だ
っ
た
。

だ
が
流
行
現
象
が
顕
著
と
な
れ
ば
、
我
こ
そ
は
そ
の

先
駆
と
名
乗
り
を
上
げ
る
輩
も
出
現
す
る
。
陶
芸
家

・

版
画
家
と
し
て
、
印
象
派
の
周
囲
に
居
た
フ
エ

リ
ッ
ク

ス

・J

ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
が
、
輸
入
品
の
箱
に
詰
め
ら
れ
て

い
た
日
本
版
画
に
最
初
に
目
を
付
け
た
の
は
自
分
だ
と

の
証
言
を
残
す
の
は
、

一
八
九
七
年
。

こ
れ
に
対
抗
し

て
か、

『歌
麿
』
(
一八
九
三
)、
『
北・
斎
』
(
一
八
九
六
)
の
著

者
、
最
晩
年
の

エ
ド
モ
ン

・
ド

・
ゴ

ン
ク
ー
ル
は
、

自

分
た
ち
兄
弟
は
も
っ
と
早
く
に
、
オ
ラ
ン
ダ
で
シ

l
ボ

ル
ト
の
蒐
集
に

『
北
斎
漫
画
』
を
発
見
し
て
い
た
の
だ
、

と
主
張
す
る
。
一

番
乗
り
の
決
定
は
、
結
局
、
無
理
な

相
談
だ
ろ
う
。

美
術
市
場
の
変
貌

だ
が
同
時
に
水
面
下
で
は
、
よ
り
長
い
周
期
で
、
美

術
市
場
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
一

八
六
二
年
の

ロ

ン
ド
ン
世
界
見
本
市
(と
呼
ん
だ
方
が
正
確
だ
ろ
う
)
で
は
、

初
代
駐
日
公
使
の
ラ
ザ
フ
ォ

ー
ド

・
オ

l
w
コ
ッ
ク
が

自
ら
の
収
集
品
を
展
示
し
て
「
日
本
」
部
を
演
出
し
た
。

幕
府
外
交
団
の

一
員
、
淵
辺
徳
蔵
な
ど
は
、
そ
の
ガ
ラ

ク
タ
だ
ら
け
の
展
示
に
赤
而
し
て
い
る
。

つ
づ
く

一
八

六
七
年
の
パ

リ
万
国
博
覧
会
で
は
、

薩
摩
藩
、

肥
前
藩

に
幕
府
と
入
り
乱
れ
て
の
展
示
と
な

っ
た
が
、
明
治
維

新
を
経
過
し
た

一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
情
覧
会

で
、
新
興
国

・
日
本
は
、
よ
う
や
く
統

一
し
た
展
示
に

漕
ぎ
着
け
る
。
こ
の
時
期
に
は
殖
産
興
業
が
誕
わ
れ
、

関
税
障
壁
の
下
、
輸
出
促
進
の
た
め
、
起
立
工
商
会
社

と
い
っ
た
半
官
・
半
民
の
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。
若
き

日
の
林
忠
正
も
そ
の
派
遣
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
こ
う

し
た
事
業
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
日
本

輸
出
製
品
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
陶
磁
器
や
青
銅
器
、
絹

織
物
さ
ら
に
は
七
宝
製
品
な
ど
が
中
心
だ

っ
た
。
と
り

わ
け
扇
子
や
団
扇
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
数
量
で
輸
出
さ

れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
浮
世
絵
版
聞
も
、
そ
う
し
た
商

品
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
手
工
業
産
品
は
、
美
術

市
場
の
要
請
と
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
。
初
期
に
は

「
北
斎
漫
画
』
に
熱
狂
し
た
芸
術
家
た
ち
の
み
な
ら
ず
、

日
本
美
術
愛
好
者
た
ち
は
、

少
し
ず
つ
、

古
い
時
代
の

由
緒
あ
る
遺
品
に
関
心
を
移
し
て
ゆ
く
。
ち
ょ
う
ど
折

よ
く
、
大
名
家
や
寺
社
仏
閣
は
、
経
済
的
没
落
や
廃
仏

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
術
研
究
の
前
芽
時
代

こ
の
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
現
象
に
関
す
る
学
術
的
研
究
の

萌
芽
時
代
は
、
一
九
七

0
年
代
と
み
て
よ
か
ろ
う
か
。

当
時
は
も
っ
ぱ
ら
「
浮
世
絵
と
印
象
派
」、

い
か
に
日

本
の
浮
世
絵
が
西
洋
の
近
代
絵
画
を
代
表
す
る
印
象
派

に
「
影
響
」
を
与
え
た
か
、
の
検
証
が
主
流
を
な
し
、

同
時
に
日
本
美
学
の
国
際
的
な
優
秀
性
を
顕
揚
す
る
。

一
九
七

O
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会
の
成
功
を
受
け
、
日

本
の
経
済
的
な
国
際
進
出
と
も
符
合
し
た
動
向
だ

っ
た
。

今
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
う
も
回
顧
で
き
よ
う
が
、
そ
れ

な
ら
ば
、
逆
に
疑
問
も
出
て
く
る
。

そ
も
そ
も
い
つ
頃
、

な
ぜ
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
現
象
は
終
息
し
、
そ
の
後
な
ぜ
久

し
い
あ
い
だ
、

日
本
国
民
は
、
そ
の
実
態
を
等
閑
視
し
、

ほ
ぼ
忘
却
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
?

ま
ず
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
終
息
時
期
を
確
認
し
よ
う
。

ど
う
や
ら
日
露
戦
争
を
終
え
た
頃
か
ら
、
欧
米
の
愛
好

家
や
芸
術
家
た
も
の
熱
狂
的
な
日
本
趣
味
は
、
急
速
に

下
火
に
向
か
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
も

っ
と
も
直
接
的

に
は
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
画
商
た
ち
の
死
去
、

そ
れ
に
伴
う
商
品
供
給
の
払
底
が
推
測
で
き
る
。
パ
リ

を
中
心
に
活
躍
し
た
四
階
、
林
忠
正
は
、
一
九

O
O年

の
パ
リ
万
国
防
党
会
の
現
地
事
務
局
長
の
重
立
を
果
た

す
が
、
ほ
ど
な
く
病
を
得
、
帰
国
し
た
日
木
で

一
九

O

五
年
に
没
す
る
。
そ
の
林
と
商
売
敵
で
も
あ

っ
た

S
-

ビ
ン
グ
は
、
日
本
美
術
商
か
ら
世
紀
末
に
は
足
を
洗
い
、

今
度
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

l
の
立
役
者
と
な
る
が
、

彼
も
ま
た

一
九

O
六
年
に
は
死
去
し
て
い
る
。

強
釈
に
伴
っ

て
、
古
美
術
と
目
さ
れ
る
家
具
や
宝
物
を

放
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
八

0
年
代
に
は
パ
リ
で
龍
池

会
が
日
本
美
術
縦
覧
会
を
二
度
催
す
が
、
不
況
も
あ
っ

て
失
敗
に
終
わ
る
。
も
は
や
同
時
代
の
輸
出
用
工
芸
品

だ
け
で
は
、
顧
客
の
歓
心
を
引
く
に
は
不
十
分
だ
っ
た
。

趣
味
の
転
換
と
発
展
一

輪
山
川
磁
器
か
ら
茶
陶
趣
味
へ

ど
こ
か
ら
こ
う
し
た
変
化
が
発
生
し
た
の
か
。
筆
者

は、

一
八
七
六
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
、

一

八
七
八
年
の
パ

リ
陣
覧
会
あ
た
り
に
、
ひ
と
つ

の
潮
目

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
陶
磁

器
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
あ
た
り
で
日
本
側
組
織
者

は
、
方
針
を
刷
新
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
輸
出
用

の
磁
器
、
有
国
や
薩
摩
を
中
心
と
し
た
、

入
念
な
色
絵

の
絵
付
け
に
透
明
な
紬
薬
を
施
し
た
、
す
べ
す
べ

と
艶

や
か
で
形
態
も
整

っ
た
新
作
が
中
心
だ
っ
た
。
だ
が
、

欧
米
側
の
顧
客
は
、
早
く
も
輸
出
商
品
に
飽
き
は
じ
め

て
い
た
。
自
国
で
も
セ

l
グ
ル
や
オ
ー
ト
ゥ
イ
ユ

の
製

陶
工
場
で
、

地
元
の
顧
客
の
趣
味
に
合
致
し
た
日
本
趣

味
の
食
卓
セ
ッ
ト
も
焼
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

市
場
の
動
向
に
気
付
い
た
の
か
、
日
本
側
も
こ
れ
以

降
、
伊
賀
や
古
瀬
戸
、
備
前
や
唐
津
の
茶
陶
も
、
積
極

的
に
海
外
に
持
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。
く
す
ん
だ
色
調

に
歪
な
形
態
を
帯
び
、
不
規
則
な
焼
成
や
自
然
紬
が
垂

れ
た
景
色
、
織
豊
政
権
か
ら
江
戸
初
期
の
古
物
、
あ
る

い
は
後
代
の
写
し
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

一
般
の
裕
福
な

購
買
層
は
、
従
来
ど
お
り
輸
出
用
の
磁
器
も
愛
好
し
た
。
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ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
艦
勝
と
先
陣
争
い

}白℃
0
2
5
3
マ
と
い
う
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
、

ア
ィ
リ
ッ
プ

・
ピ
ュ
ル
テ
ィ
の
発
案
と
さ
れ
、
十
九
世

紀
後
半
に
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
欧
米
で
広
が
っ
た
「
日

本
美
術
愛
好
趣
味
」
の
こ
と
を
指
す
。
そ
れ
に
先
立
っ

て
、
詩
人
シ
ャ
ル
ル

・
ボ
l
ド
レ
ー
ル
が
古
℃
O
コ包
問。
『
一
ぬ
と
い

う
新
語
を
発
明
し
た
形
跡
も
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
、
い

さ
さ
か
自
噸
の
意
味
を
込
め
て
、
日
本
愛
好
者
を
抑
撤

し
て
い
る
語
調
が
感
じ
ら
れ
る
。
お
お
む
ね
こ
の
日
本

美
術
愛
好
癖
は
、
修
好
条
約
後、

一
八
六

0
年
代
か
ら

の
流
行
と
み
て
よ
い
よ
う
だ
。
一

八
七
八
年
の
パ
リ
万

国
博
覧
会
に
そ
の
頂
点
を
迎
え
る
と
の
回
顧
も
な
さ
れ

る
。
そ
れ
は
先
行
す
る
東
洋
趣
味

(オ
リエ
ンタ
リ
ズ
ム
)
と
、

二
十
世
紀
初
頭
か
ら
の
未
聞
主
義
〈
プ
リ
ミ
テ
ィ
グ
イ
ズ
ム
)

と
の
間
に
挟
ま
れ
た
現
象
で
あ
り
、
欧
米
の
世
界
制
覇

に
伴
う
異
国
怖
地
味
だ
っ
た
。

だ
が
流
行
現
象
が
顕
著
と
な
れ
ば
、
我
こ
そ
は
そ
の

先
駆
と
名
乗
り
を
上
げ
る
班
も
出
現
す
る
。
陶
芸
家

・

版
画
家
と
し
て
、
印
象
派
の
問
聞
に
居
た
フ
エ
リ
ッ
ク

ス

・
ブ
ラ
ッ
ク

モ
ン
が
、

輸
入
品
の
箱
に
詰
め
ら
れ
て

い
た
日
本
版
画
に
最
初
に
目
を
付
け
た
の
は
自
分
だ
と

の
証
言
を
残
す
の
は
、

一
八
九
七
年
。
こ
れ
に
対
抗
し

て
か
、

『
歌
麿
』
(
一
八
九
二
)
、
『北
斎
』
(
一
八
九
六
)
の
著

者
、
円
以
晩
年
の

エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、

自

分
た
ち
兄
弟
は
も
っ
と
早
く
に
、
オ
ラ
ン
ダ
で
シ
|
ボ

ル
ト
の
蒐
集
に

『
北
斎
漫
画
』
を
発
見
し
て
い
た
の
だ
、

と
主
張
す
る
。
一

番
乗
り
の
決
定
は
、
結
局
、
無
理
な

相
談
だ
ろ
う
。

美
術
市
場
の
変
貌

だ
が
同
時
に
水
面
下
で
は
、
よ
り
長
い
周
期
で
、
美

術
市
場
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
た
。

一
八
六
二
年
の

ロ

ン
ド
ン
世
界
見
本
市
(
と
呼
ん
だ
方
が
正
確
だ
ろ
う
)
で
は
、

初
代
駐
日
公
使
の
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
オ

l
w
コ
ッ
ク
が

自
ら
の
収
集
品
を
展
示
し
て

「日
本
」
部
を
演
出
し
た
。

幕
府
外
交
団
の

一
員
、
淵
辺
徳
放
な
ど
は
、
そ
の
ガ
ラ

ク
タ
だ
ら
け
の
展
示
に
赤
面
し
て
い
る
。
つ
づ
く

一
八

六
七
年
の
パ

リ
万
国
博
覧
会
で
は
、
薩
摩
藩、

肥
前
藩

に
幕
府
と
入
り
乱
れ
て
の
展
示
と
な
っ
た
が
、
明
治
維

新
を
経
過
し
た

一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会

で
、
新
興
国

・
日
本
は
、
よ
う
や
く
統

一
し
た
展
示
に

漕
ぎ
着
け
る
。
こ
の
時
期
に
は
殖
産
興
業
が
福
わ
れ
、

関
税
障
壁
の
下
、
輸
出
促
進
の
た
め
、
起
立
工
商
会
社

t
い
っ
た
半
官
・
半
民
の
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。
若
き

日
の
林
忠
正
も
そ
の
派
池
口
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
こ
う

し
た
事
業
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
日
本

輸
出
製
品
は
、
ほ
ぽ
同
時
代
の
陶
磁
器
や
背
銅
慌
、

絹

織
物
さ
ら
に
は
七
宝
製
品
な
ど
が
中
心
だ

っ
た
。
と
り

わ
け
扇
子
や
団
扇
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
数
誕
で
輸
出
さ

れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
浮
世
絵
版
聞
も
、

品
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

そ
う
し
た
商

同
時
代
の
手
工
業
産
品
は
、

美
術

市
場
の
要
請
と
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
。
初
期
に
は

『
北
斎
漫
画
」
に
熱
狂
し
た
芸
術
家
た
ち
の
み
な
ら
ず
、

日
本
美
術
愛
好
者
た
ち
は
、
少
し
ず
つ
、
古
い
時
代
の

由
緒
あ
る
遺
品
に
関
心
を
移
し
て
ゆ
く
。
ち
ょ
う
ど
折

よ
く
、
大
名
家
や
寺
社
仏
閣
は
、
経
済
的
没
落
や
廃
仏

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
術
研
究
の
前
芸
時
代

こ
の
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
現
象
に
関
す
る
学
術
的
研
究
の

明
芽
時
代
は
、

一
九
七

0
年
代
と
み
て
よ
か
ろ
う
か
。

当
時
は
も
っ
ぱ
ら

「
浮
世
絵
と
印
象
派
」
、
い
か
に
日

本
の
浮
世
絵
が
西
洋
の
近
代
絵
画
を
代
表
す
る
印
象
派

に

「影
轡
」
を
与
え
た
か
、
の
検
証
が
主
流
を
な
し、

同
時
に
日
本
美
学
の
国
際
的
な
優
秀
性
を
顕
揚
す
る
。

一
九
七

O
年
の
大
阪
万
国
防
覧
会
の
成
功
を
受
け
、

日

本
の
経
済
的
な
国
際
進
出
と
も
符
合
し
た
動
向
だ

っ
た
。

今
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
う
も
回
顧
で
き
よ
う
が
、
そ
れ

な
ら
ば
、

逆
に
疑
問
も
出
て
く
る
。
そ
も
そ
も
い
つ
頃
、

な
ぜ
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
現
象
は
終
息
し
、
そ
の
後
な
ぜ
久

し
い
あ
い
だ
、
日
本
国
民
は
、
そ
の
実
態
を
等
閑
視
し
、

ほ
ぼ
忘
却
し
て
し
ま

っ
て
い
た
の
か
?

ま
ず
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
終
息
時
期
を
確
認
し
よ
う
。

ど
う
や
ら
日
露
戦
争
を
終
え
た
頃
か
ら
、
欧
米
の
愛
好

家
や
芸
術
家
た
ち
の
熱
狂
的
な
日
本
隔
地
味
は
、
急
速
に

下
火
に
向
か
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
も

っ
と
も
直
接
的

に
は
、
中
心
的
な
役
訓
を
果
た
し
た
画
商
た
ち
の
死
去
、

そ
れ
に
伴
う
尚
品
供
給
の
払
底
が
推
測
で
き
る
。
パ
リ

を
中
心
に
活
服
し
た
回
向
、
林
忠
正
は
、

一
九

O
O年

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
現
地
事
務
局
長
の
重
貨
を
果
た

す
が
、
ほ
ど
な
く
病
を
得
、
帰
国
し
た
日
本
で

一
九

O

五
年
に
没
す
る
。
そ
の
林
と
向
完
敵
で
も
あ

っ
た
S
-

ピ
ン
グ
は
、
日
本
美
術
商
か
ら
世
紀
末
に
は
足
を
洗
い
、

今
度
は
ア

l
庁
・

ヌ
l
グ

オ
|
の
立
役
者
と
な
る
が
、

彼
も
ま
た

一
九

O
六
年
に
は
死
去
し
て
い
る
。

鍛
釈
に
伴

っ
て、

古
美
術
と
目
さ
れ
る
家
具
や
宝
物
を

放
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
八

0
年
代
に
は
パ
リ
で
龍
池

会
が
円
木
美
術
縦
覧
会
を
二
度
催
す
が
、
不
況
も
あ
っ

て
失
敗
に
終
わ
る
。
も
は
や
同
時
代
の
輸
出
用
工
芸
品

だ
け
で
は
、
顧
客
の
歓
心
を
引
く
に
は
不
十
分
だ
っ
た
。

趣
味
の
転
換
と
発
泌

一

輸
出
川
磁
掛
か
ら
茶
陶
趣
味
へ

ど
こ
か
ら
こ
う
し
た
変
化
が
発
生
し
た
の
か
。
筆
者

は、

一
八
七
六
年
の
フ
ィ
ラ
デ
戸
フ
ィ
ア
博
覧
会
、

一

八
七
八
年
の
パ

リ
問
覧
会
あ
た
り
に
、
ひ
と
つ
の
潮
目

が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
陶
磁

器
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
あ
た
り
で
日
本
側
組
織
者

は
、
方
針
を
刷
新
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
輸
出
用

の
磁
器
、
有
田
や
薩
摩
を
中
心

t
し
た、

入
念
な
色
絵

の
絵
付
け
に
透
明
な
刷
薬
を
施
し
た
、
す
べ
す
べ

と
艶

や
か
で
形
態
も
整
っ
た
新
作
が
中
心
だ

っ
た
。
だ
が
、

欧
米
側
の
顧
客
は、

早
く
も
輸
出
商
品
に
飽
き
は
じ
め

て
い
た
。
自
国
で
も
セ

l
グ
ル
や
オ
ー
ト
ク
イ
ユ

の
製

陶
工
場
で
、

地
元
の
顧
客
の
趣
味
に
合
致
し
た
日
本
趣

味
の
食
卓
セ
ッ
ト
も
焼
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

市
場
の
動
向
に
気
付
い
た
の
か
、
日
本
側
も
こ
れ
以

降、

伊
賀
や
古
瀬
戸
、
備
前
や
唐
津
の
茶
陶
も
、
積
極

的
に
海
外
に
持
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。
く
す
ん
だ
色
調

に
歪
な
形
態
を
帯
び
、
不
規
則
な
焼
成
や
自
然
制
が
垂

れ
た
景
色
、
織
由
政
権
か
ら
江
戸
初
期
の
古
物
、
あ
る

い
は
後
代
の
写
し
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

一
般
の
裕
福
な

購
口
居
は
、
従
来
ど
お
り
輸
出
用
の
磁
器
も
愛
好
し
た
。
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と
は
い
え
真
葛
焼
の
宮
川
香
山
や
板
谷
波
山
な
ど
の
超

絶
技
巧
へ
の
人
気
に
も
七

0
年
代
末
に
は
陰
り
が
指
す
。

そ
し
て
そ
れ
と
は

一
線
を
画
し
た
骨
董
市
場
が
、
着
実

に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
蜂
川
式
胤
の
「
観
古
図
説
』
が

欧
米
識
者
た
ち
の
指
南
役
と
な
る
。

浮
世
絵
へ
の
興
味
に
も
、
同
様
な
展
開
が
見
て
と
れ

る
。
通
の
趣
味
人
た
ち
は
、
明
治
期
の
「
末
期
」
浮
世

絵
や
広
重
、

北
斎
の
亜
流
に
よ
る
量
産
品
ば
か
り
で
は

な
く
、
時
代
を
遡
り
、
歌
麿
や
消
長
、
栄
之
さ
ら
に
は

春
信
、
春
画
に
加
え
て
「
初
期
」
の
肉
筆
に
す
ら
視
野

を
広
げ
て
ゆ
く
。
九
0
年
代
を
迎
え
る
と
、
北
米
の
収

集
家
が
財
力
に
も
の
を
言
わ
せ
、
欧
州
の
売
り
立
て
で
、

法
外
と
い
っ
て
よ
い
値
を
付
け
て
、
逸
品
を
法
っ
て
ゆ
く

こ
と
と
な
る
。
今
や

《飽
取
り
》
と
い

っ
た
歌
麿
の
名

品
な
ど
、
自
分
た
ち
に
は
と
て
も
手
が
で
な
い
、

t
晩

年
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
愛
好
者
仲
間
に
嘆
い
て
み
せ
る
。

一
九

O
O年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
は
ま
た
、
日
本
政

府
が
、
初
め
て
の
公
式
の
日
本
美
術
史

k
sミ
与

F
H

hFh
」

X
E認
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
刊
行
し
、
国
宝
に
指
定
さ

れ
た
仏
像
彫
刻
を
含
む
名
品
を
古
美
術
会
場
に
陳
列
し

た
。
そ
れ
ま
で
未
知
だ
っ
た
飛
鳥
時
代
以
来
の
古
代
仏

教
美
術
の
出
現
は
、
識
者
た
ち
を
驚
か
す
に
は
十
分
だ

っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
骨
董
趣
味
、
愛
好
家
に
よ

る
熱
狂
の
時
代
の
終
わ
り
を
も
告
げ
て
い
た
。
辛
亥
革

命
期
に
な
る
と
、
新
奇
な
骨
董
趣
味
は
中
国
へ
と
目
標

を
転
じ
る
。
天
心
こ
と
岡
倉
党
三
も
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
の
た
め
に
中
国
で
買
い
付
け
に
奔
走
す
る
。

《平
治
物
語
絵
巻
》
や

《吉
備
大
納
言
絵
巻
》
の
流
出

事
件
を
経
て
、
第

一
次
大
戦
後
の
日
本
は
、
文
化
財
の

る
』
が、

番
組
と
と
も
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
-」
ψ

」
引
、

加
藤
周
一
は
、

琳
派
に
注
目
し
、

「
美
学
が、

そ
の

く
ら
か
誇
張
し
て
い
え
ば
、

世
紀
末
の

『
ア
ー
ル
・

ヌ

ー
グ
ォ

l
』
に
化
け
た
の
で
あ
る
」
と
冒
頭
に
宣
言
す

る
。
だ
が
こ
の
段
階
で
は
、

琳
派
か
ら
ア
ー
ル
・

ヌ
ー

グ
ォ
ー
へ
の
実
証
的
な
系
譜
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
立
証

さ
れ
て
い
な
い
。
点
と
し
て
の
現
象
を
結
ぶ
線
が
不
明

d
-

っ
:
。

ふ
，
，
，
ふ
，，

と
こ
ろ
が
そ
の
後
四
半
世
紀
の
あ
い
だ
に
、

こ
の
装
飾
芸
術
史
の
流
れ
が
、

フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
後

半
の
大
変
動
、

産
業
史

・
美
術
工
芸
行
政
史
変
貌
の
中

核
を
な
す
'』
と
が
、

立
証
さ
れ
る
に
至
っ

て
い
る
。

最
初
の
『日
本
美
術
』
(
一八
八
三
)
を
著
述
し
た
ル
イ
・

ゴ
ン
ス
は
、

「
光
琳
」

の
装
飾
美
学
を
賞
賛
し
た
が
、

装
飾
美
術
中
央
迎
合
で
も
重
鎮
を
務
め
た
批
評
家
。
そ

の
友
人
の
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ
は
初
期
の
日
本
旅
行

者
で
あ
り
、

日
本
美
術
に
印
象
主
義
の
極
致
を
認
め
る

一
方、

モ
ネ
の
画
業
を
い
ち
早
く
日
本
美
学
の
名
で
絶

賛
し
た
人
物
。
ゴ
ン
ス
垂
誕
の
抱

一
の
絵
手
本
は
、

オ

ー
ト
ク
イ
ユ
の
ア
グ
イ
ラ
ン
工
房
の
所
有
物
だ
っ
た
こ

九1ARY'S
ANTIQUES 

GALLERY 

海
外
流
出
に
対
し
て
、
慎
重
か
つ
神
経
質
に
な
っ
て
ゆ

く
。
二
束
三
文
の
浮
世
絵
を
海
外
で
売
り
捌
い
た
林
忠

正
も
、
没
後
に
は
日
本
の
貴
重
な
版
画
遺
産
を
国
外
に

流
出
さ
せ
た
張
本
人
と
し
て
国
賊
に
近
い
扱
い
を
受
け

る
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
現
象
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
栄

光
の
物
語
か
ら
、
屈
辱
の
歴
史
へ
と
変
貌
し
た
。
こ
れ

と
は
対
照
的
に
、

一
九
三
六
年
に

ロ
ン
ド
ン
で
展
示
さ

れ
た
中
国
故
宮
の
秘
宝
展
は
、

現
代
中
国
の
栄
誉
を
担

っ
た
。
他
方

一
九
三
九
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
好
機
を

捉
え
た
ベ
ル
リ
ン
日
本
古
美
術
展
は
、
敗
戦
後
日
本
で

は
、
ナ
チ
ス
へ
の
加
担
と
看
倣
さ
れ
、
封
印
さ
れ
た
。

装
飾
工
芸
の
復
権
υ

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
、
最
近
の
あ
ら
た
な
展
開

一
九
七

0
年
代
に
勃
興
す
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
学
術

的
研
究
は
、

一
九
八
九
年
に
パ
リ
と
東
京
で
開
催
さ
れ

た
大
規
模
な
展
覧
会
で
ひ
と
つ
の
頂
点
を
迎
え
る
。「
浮

世
絵
と
印
象
派
」
中
心
史
観
は
、
ポ
ス
ト

・
モ
ダ
ン
の

時
代
に

「装
飾
美
術
の
刷
新
」

へ
と
衣
替
え
し
た
、
と

評
し
て
よ
か
ろ
う
か
。
油
彩
絵
画
中
心
の
従
来
の
美
術

史
は
、
過
去
の
「
近
代
主
義
」
の
遺
物
へ
と
急
速
に
色

槌
せ
、
そ
れ
に
替
わ
っ
て
、
従
来
、
装
飾
美
術
或
い
は

応
用
美
術
と
し
て
、

劣
位
の
純
附
に
甘
ん
じ
て
き
た
工

芸
の
復
権
が
、
日
程
表
に
登
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
現
代

美
術
界
の
「
絵
画
離
れ
」
の
兆
候
と
も
連
動
し
て
い
よ

・「
ノ
。

こ
の
変
化
を
象
徴
す
る
事
績
を
ひ
と
つ
取
り
上
げ
た

い
。
一

九
八
七
年
に
N
H
K
の
企
画
で

『琳
派
海
を
渡

と
が
判
明
し
て
お
り
、

こ
の
日
本
趣
味
陶
磁
製
造
と
競

合
し
つ
つ
、

ナ
ン

シ
l
の
エ
ミ
l
y
・
ガ
レ
も
頭
角
を

現
す
。
ガ
レ
と
同
郷
の
ロ
ジ
ェ

・
マ
ル
ク
ス
は
、

ピ
ン

グ
の
月
刊
雑
誌

『芸
術
の
日
本
』
の
円以
終
号
に
、

「日

本
美
術
の
欧
州
へ

の
影
響
」
を
摘
要
し
た
人
物
だ
。
日

本
趣
味
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
古
代
復
活
に
匹

冷
品
目
』

J
P
2
付
け
ト

r
J
』っこ
。

古
附
14
1
Z
1引
司

Brみ

J

，
+
J

そ
う
主
張
す
る
彼
は
、

美
術
行

政
官
と
し
て
、

一
八
八
九
年
、

一
九
O
O年
の
パ
リ
万

国
博
覧
会
で、

最
晩
年

工
芸
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
、

に
は
ク
レ
マ
ン
ソ
l
の
脇
で
、

モ
ネ
の
大
装
飾
壁
画
、

雌
蓮
の
迎
作
を
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
l
美
術
館
に
据
え
付
け

る
「
裏
方
」

の
一
人
と
も
な
る
。
そ
こ
に
は
従
来
の
官

展
派
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
専
横
に
対
抗
す
る
、

自
由
主

義
共
和
派
の
美
術
政
策
が
如
実
に
反
映
し
て
い
た
。
装

こ
の
理
念
に
忠
実
に
、

飾
に
よ
る
生
活
の
刷
新
|
|。

一
九
二
五
年
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
展
で
、

こ
れ
ま
で
半
世

紀
に
わ
た
る
日
本
美
学
受
容
の
教
訓
を
汲
み
、

そ
の
衣

鉢
を
継
い
だ
の
が
、

次
世
代
の
ル
ネ
ニ
フ
リ
ッ
ク
だ
っ
た
。

(い
な
が

・
し
げ
み
)
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URL : http://www.gallery-marys.com 

E-mail: antique@gallery-marys.com 

お手持ちの美樹:jiltI、宝石、
尚仰liITい入れ致します。
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る
』
が
、
番
組
と
と
も
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
周

一
は
、
琳
派
に
注
目
し
、
そ
の
「
美
学
が、

く
ら
か
誇
張
し
て
い
え
ば
、
世
紀
末
の

『
ア
ー
ル

・
ヌ

曹』

'
』
ポ
、

ー
グ
ォ

l
』
に
化
け
た
の
で
あ
る
」
と
官
頭
に
宣
言
す

る
。
だ
が
こ
の
段
階
で
は
、
琳
派
か
ら
ア
ー
ル

・
ヌ
ー

グ
ォ
ー

へ
の
実
証
的
な
系
譜
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
立
証

さ
れ
て
い
な
い
。
点
と
し
て
の
現
象
を
結
ぶ
線
が
不
明

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
四
半
世
紀
の
あ
い
だ
に
、

こ
の
装
飾
芸
術
史
の
流
れ
が
、
フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
後

半
の
大
変
動
、
産
業
史
・
美
術
工
芸
行
政
史
変
貌
の
中

核
を
な
す
こ
と
が
、
立
証
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

最
初
の
『
日
本
美
術
」
(
一
八
八
三
)
を
著
述
し
た
ル
イ
・

ゴ
ン
ス
は
、

「
光
琳
」
の
装
飾
美
学
を
賞
賛
し
た
が
、

装
飾
美
術
中
央
迎
合
で
も
重
鋲
を
務
め
た
批
評
家
。
そ

の
友
人
の
テ
オ
ド

i
y
・
デ
ュ
レ
は
初
期
の
日
本
旅
行

者
で
あ
り
、
日
本
美
術
に
印
象
主
義
の
極
致
を
認
め
る

一
方、

モ
ネ
の
画
業
を
い
ち
早
く
日
本
美
学
の
名
で
絶

賛
し
た
人
物
。
ゴ
ン
ス
垂
誕
の
抱

一
の
絵
手
本
は
、
オ

ー
ト
ゥ
イ
ユ

の
ア
グ
イ
ラ
ン
工
房
の
所
有
物
だ
っ
た
こ

ANTIQUES 

MARY'S 

と
が
判
明
し
て
お
り
、
こ
の
日
本
趣
味
陶
磁
製
造
と
競

合
し
つ
つ
、
ナ
ン
シ

l
の
エ
ミ

l
ル
・
ガ
レ
も
頭
角
を

現
す
。
ガ
レ
と
同
郷
の
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
は
、
ピ
ン

グ
の
月
刊
雑
誌

『
芸
術
の
日
本
』
の
最
終
号
に
、

「日

本
美
術
の
欧
州
へ

の
影
響
」
を
摘
要
し
た
人
物
だ
。
日

本
趣
味
は
、
グ
不
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
古
代
復
活
に
匹

敵
す
る
事
件
、
だ
っ
た
。
そ
う
主
張
す
る
彼
は
、
美
術
行

政
官
と
し
て
、

一
八
八
九
年
、

一
九

O
O年
の
パ
リ
万

国
博
覧
会
で
、
工
芸
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
、
最
晩
年

に
は
ク
レ
マ
ン
ソ

l
の
脇
で
、
モ
、
小
の
大
装
飾
壁
画
、

睡
蓮
の
連
作
を
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ

l
美
術
館
に
据
え
付
け

る

「裂
方
」
の

一
人
と
も
な
る
。
そ
こ
に
は
従
来
の
官

展
派
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
専
横
に
対
抗
す
る
、
自
由
主

義
共
和
派
の
美
術
政
策
が
如
実
に
反
映
し
て
い
た
。
装

飾
に
よ
る
生
活
の
刷
新
||
。

こ
の
理
念
に
忠
実
に
、

一
九
二
五
年
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
展
で
、
こ
れ
ま
で
半
世

紀
に
わ
た
る
日
本
美
学
受
容
の
教
訓
を
汲
み
、
そ
の
衣

鉢
を
継
い
だ
の
が
、
次
世
代
の
ル
ネ
ニ
フ
リ
ッ
ク
だ

っ
た
。

いGALLERY 

OPEN AM 1 t:QQ-PM7:QO 

定休日・水l慌自 営業日:木・金・土・日l防!日

女アポイントのみ月・火陥日

(
い
な
が

・
し
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